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枡 田 良 一
このような言い方をすれば,不 謹慎 と受け取 られるか も知れないが,実
は,私 には,σ 五R.誌創刊の経緯は,そ の誌名の相談 を除いて,殆 ど記
憶にない。二十年の歳月は,忘 れ難 き事柄までも記憶の彼方へ と追いやっ
てしまうものなのであろうか。だが,一 概にそうとも思えない節 もある。
そこの ところは甚だ心許ないのだが,記 憶すべきことなど元々何 もなかっ
たのか も知 れないというような気 もする。私の印象では,恐 らく,それほ
ど大上段 に振 りかぶった気負いか らではなく,ご く自然に研究機関誌発刊
の気運が生 じた感がある。それは,今 か ら思えば,む しろ好ましい誕生で
あったと言えようか。多少 とも我田引水なが ら,それは自己表現の,或 い
は,英語・英文学研究の発表の場をもちたい という,私達の純粋に学究的な
欲求の自然な現われであった と言えば,そ の余 りにも調子のよい優等生的
建前論に苦笑 を呈されることになろうか?論 文の点数かせ ぎのため とい
う功利的な理由が,そ の本音 としていささか も介在していなかったと言い
切 る自信は今の私には到底ないが,当 時の,大学に職 を得ることの至難さ
(私達はそう感 じ取 っていた)を思えば,就職のために論文点数 を揃えると
いうことなぞ,少 な くともその時の私には殆 ど念頭になか ったこともまた
否定 し難い事実である。それほ ど素朴に研究誌発刊に対 していたのは私だ
けであったのかどうかは知 らない。或いは,こ のような感慨は,研 究誌の
創刊に対する私の他力本願的な接 し方によるのかも知れない。
誌名OsakaLiteraryReview決定のい きさつだけは,そ の細部はともあ





最初 は有志だけ の会 であ ったの だろ う。その十 四名全員が,そ れ と も,そ
の 中の何 人かが集 まって誌名 を決定 したのか どうかは定か ではないが,と
もか く各人がそれ ぞれ希 望 の名称 を持 ち寄 って相談す るこ ととなg,こ の
時 も,私 自身は全 く無 責任 に他 人 まかせ で何 の名称 も準備 せず に会合 に臨
んだ。幾つ かの名称が持 ち出されて討議 され,結 局 は無記名 にて票決す る
こ とと相成 り,私 は終始 〈OsakaLiteraryReview>を推 し,そ れに一票 を
投 じて,現 誌 名の実現 に,微 少なが らも,結 果的 に一役 を果 た した こ とは,
他 力本願的 な私 の,せ めて もの参加 の証 であ ったか も知 れ ない。
提 出 され た幾つかの名 称の 中では っき りと私 の記憶 に残 って いるのは,
決定 名以外 には 〈Pegasus>のみ である。 なぜ これだ けに限 って私 の記憶
に留 ま り,他 はす っか り消 え去 って しまったのか は よ く分 らな い。 〈Peg-
asus>とい う名称 も候 補 としてはか な り有力 であ ったのだ ろ うか?こ ち
らの方 を推す者 も何 人か はい たよ うに覚 えて いるが,あ れか これか で 口角
あわ をとば して論議 した記憶 は全 くない。 とす る と,私 が 未だに この名 称
を忘 れずに いるのは,単 に私 の個 人的な印象のせ いか も知 れない。 〈Peg-
asus>にこめ られ た意 味合 いは分 らぬ で もないが,私 には この名称 は いか
に もわ ざとら しくて,面 映 ゆい もの であ った。少女趣 味的 とい う感 じさえ
しないで もなか った。(名称提供者 に対 し,乞 う寛恕!)
他 方,〈OsakaLiteraryReview>の方 は,見 て の通 り,特 別 な意 味 ・内
容 をもつ もの ではな く,単 に地域 的な 固有名詞 を冠 した英文 学研究 誌 とい
うにす ぎない。同 じ大学 院に学ぶ とい う,た だそれだけ の共通の場 をもつ
同 人会 で あ り,特 定の主義 ・主張 の下 での集 ま りでは ないだけ に,こ の種
の無 色で,主 観 に偏 さない名称 の方 がむ しろ好 ま し く私 には思 えた。見方
に よ っては,無 味 乾燥 な誌名 の よ うに も受け取 れ るが,下 手 な衒 いのない
のが何 よ りの取 り柄で あろ う。 この誌 名な ら,後 で気恥 し くな るよ うな惧
れ も まずはあ るまい。果 して,二 十号 を重ね た今,〈/'/LiteraryRe-
view>なる名称 は,何 のけ れん味 もな く自然に定着 した よ うに思 えるの だ
が,そ れは この誌 名に対す る私 の個 人的な慣れ とい うにす ぎないの だろ う
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か。願 わ くば,そ うでない こ とを切 に望 む。
話 は前後 す るが,投 票 に よって誌 名の決定 した直後,藤 井 治彦君(多 分,
私 と隣 り合 わせ に坐 ってで もいたのであ ろうか)が 私の耳許 に 口を寄せ て,
「実 は,あ れは僕の提 出 した ものだ」 とささや くように告 げたの を覚 えて
い る。 まさか彼 ず冗談 で言 った とも思 えない し,い かに も彼の考えつ きそ
うな誌名 で もあ るか ら,恐 らくは彼 が元々の命名 者なの であろ う。 その後,
その こ とに つい て特 に確 認 したわけで もないが,今 日に到 るまで私 は固 く
そ う信 じて い る。
私 に とって本誌は,た だただ研 究成果の発 表の場 として よ りも,む しろ
その合評 会 の方 にこ そ意味が あった,と までは言 い切 れぬ に して も,合 評
会 での同人相互 の辛 辣 なや りと り,時 に は,為 にす る揚 げ足取 りな ど,そ
れ らは必ず しも善意 に満 ちた もの とは言zな いけれ ど,結 構 楽 し く,そ れ
相応 に有意義 で あった こ とを認めねば なるまい。叩 く方 も,叩 かれ る方 も
その善 し悪 しは別に して,大 いに個 性的 な(?)応 じ方 で弁 じた り抗 じた り
した もので あ るが,そ の割 には互 いに敵意 を抱 くこ ともな く打 ち過 ぎたの
は,当 時の私達 は,結 局 は,根 は無邪 気 な学徒 の域 を出 るもの では なか っ
たか らか も知 れ ない。そ れ とも,素 朴 な学究心 が個人 的な感情 を超 越させ
たのであ ろ うか 。 そ うで あれば,な おの こ と幸い であった と言 えよ う。 た
だ,こ の よ うな私の 思いが,私 自身の鈍感 さに由来す る と,同 人諸 氏の失
笑 を買 うこ とが なけ れば よいのだが……。
